



Replacement of Particle “Ga” for Particle “Wo” in Japanese Language
Atsuki Higashiyama
We use a number of particles to connect words in sentence.  There are several sentences
whose predicates represent ability (i.e., ...dekiru), hope (i.e., …tai), and like-dislike (i.e.,
…suki).  In these sentences, the object of the predicate has been indicated by “ga,” but
nowadays, “ga” has a tendency to be replaced by “wo.”  In this study, we presented 18
sentences lacking the particle in question and asked 171 young and 126 senior adults to
complete each sentence by filling in the blank with “ga” or “wo.”  The results showed that 1)
“ga” was strongly favored in some sentences (e.g., Benkyo ga dekiru), but not in other
sentences (e.g., Piano ga/wo hikeru), 2) for some sentences, senior adults liked to use “ga,”
and young adults likes to use “wo,” and 3) “ga” was generally chosen for the predicates
indicating state (e.g., …tai), and “wo” was chosen for the predicates indicating action (e.g.,
…tagaru).  It is considered that we use “ga” when emphasizing an object of the predicate and












































































































































































































































番号 課題文 青年 中高年
差の検定
(χ2)a
1 折り紙____折りたい （59/112）‡ (58/67) 4.26†
2 折り紙____折る （0/171）‡ (0/126) ‡ n.s.
3 折り紙____折りたがる （1/170）‡ (3/123) ‡ n.s.
4 彼のこと____好きです （162/7）‡ (120/6) ‡ n.s.
5 わたしは，ネコ____きらいです （170/1）‡ (124/1) ‡ n.s.
6 わたしは，ネコ____きらう （1/170）‡ (6/120) ‡ n.s.
7 だれでも，金メダル____ほしいものだ （151/19）‡ (105/19) ‡ n.s.
8 だれでも，金メダル____ほしい （159/11）‡ (100/26) ‡ 13.27‡
9 だれでも，金メダル____ほしがる （0/171）‡ (1/125) ‡ n.s.
10 折り紙____折れる （86/84） (96/29) ‡ 20.94‡
11 ピアノ____弾ける （86/85） (97/29) ‡ 21.85‡
12 皆様との交流____図れる （87/84） (80/46) ‡ 4.69†
13 勉強____できる （170/1）‡ (125/1) ‡ n.s.
14 折り紙____折れない （116/55）‡ (102/23) ‡ n.s.
15 練習して，彼はピアノ____弾けるようにした （15/156）‡ (43/83) ‡ 29.68‡
16 これを機会に，皆様との交流____図れる場を設けます （56/113）‡ (63/63) 8.53‡
17 おかあさん，折り紙____折れるようになったよ （96/75） (100/24) ‡ 19.36‡
18 勉強____できる環境にじぶんの部屋を変えた （152/17）‡ (113/11) ‡ n.s.




































































付けて訳するように教えられる。たとえば「本を読む I read a book」「ピアノを弾く I play the
piano」「折り紙を折る I fold Origami」という具合である。この学習効果が，希望，好悪，能力な
どを表すことばを文末にもつ文にも般化して，「本をほしい I want a book」「ピアノを弾ける I can
play the piano」「折り紙を折りたいI want to fold Origami」というようになったという解釈である。
筆者は英語学習説を否定するつもりはないが，この説明では，本研究で認められた文脈効果を説
明することが困難である。本調査の結果では，希望，好悪，能力などを表すことばを文末に置く場
合と，そのことばのうしろに「・・・ようにした」とか「・・・ようになった」を置いて柔らかく
表現したとき（課題文15，17）や体言を修飾したときには（課題文16，18），「が」の選択頻度が減
少し「を」の頻度が有意に上昇した。もし外国語学習が助詞の選択に効果をもつとすれば，文の構
造にかかわらず同じ効果が現れると考えられるが，調査の結果は今見たように，希望，好悪，能力
などを表すことばで言い切ったときに「が」の選択頻度が高くなるのである（課題文10～13）。
本調査で得られた文脈効果は，「が」に強調の意味があることを思い出せば理解ができるかもし
れない。同じ「できる」ということばであっても，「勉強＿できる」と言い切る方が，「勉強＿でき
る環境にした」と言うよりも，行為者の能力を強く表現する。行為者の気持ちや感情を強く打ち出
すときは，したがって，「が」が選択される。ところが「環境」を修飾するように「できる」を使
えば，メッセージの重心は述部の「・・・した」に移動し，相対的に「できる」の強意は下がり，
その結果，「を」の選択頻度が高まるだろう。
冒頭に掲げた問題に対する私見を述べるときがきたようである。「したい」のように希望を表す
ことばが述部に置かれたとき，その対象を「が」によって表すことが元々の日本語であるとすれば
（佐久間，1959），近年では徐々に「が」の代わりに「を」が用いられるようになり，本調査の青年
にいたっては，「が」と「を」の頻度が逆転して「を」を使うことが多数化しているが，これはな
ぜなのだろうか。「が」から「を」への変化は，英語の翻訳学習の効果に加えて，助詞によって
「したい」の強度を区別していると考えられる。すなわち，「したい」という希望が強いときに「が」
を，それが弱い（あるいは普通の）ときに「を」を使うことによって，希望の程度を区別している
のではないだろうか。強く「したい」と思うことは，よく起こることではないので，とうぜん「が」
の使用頻度が下がり，「を」の頻度が上がることになる。
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